
資料５

「市民参加啓発冊子(仮称)」の内容について 

 

１ 地域活動等に関するアンケート調査から見えてきたテーマ 

（１）全体的な傾向 

  ○ほとんどの代表者が「地域活動が活発」「組織運営はうまくいっている」と回答 

  ○多くの学区で自治連合会と各種団体との連携が見られる。 

  ○「防災・防犯」「高齢者福祉」「子どもの健全育成」「治安の向上」など，安心安全の

まちづくりを重点テーマとする学区が多い。 

（２）地域活動を進めるうえでのテーマ 

  [外的テーマ] 

○若い世代，転入者の地域参加が低下 

   ○自治会加入率の低下 

   ○学区住民に地域への関心を高めてもらうこと など 

    ⇒ 特に顕著なのがマンションなどの集合住宅の住民との交流 

  [内的テーマ] 

   ○次世代のリーダー育成 など 

   

２ 市民参加啓発冊子(仮称)の骨子【事務局案】 

（１）プロローグ～なぜ市民参加なのか？～ 

   ＊冒頭メッセージ 

＊市民参加推進フォーラムの活動紹介 

＊市民参加啓発冊子(仮称)発行までの経過 
 
（２）地域活動等に関するアンケート調査の実施結果（抜粋） 
 
（３）テーマごとのケーススタディ【こんなんえーやん宣言方式】 

   STEP１ 課題の提起 

    STEP２ 課題の分析 

    STEP３ テーマ解決に向けた事例及びノウハウ 

        ＊アンケートから抽出した事例の紹介 

⇒ 既存事業において工夫が見られる取組，学区の独自性の高い取組  

        ＊地域組織代表者へのインタビュー 

         ⇒ テーマ解決に向けた取組を行っている学区の代表者への取材 

        ＊市民活動実践者へのインタビュー 

         ⇒ 地域組織との連携により進めている取組の紹介 

        ＊市民参加円卓会議での議論の紹介 

    STEP４ 市民参加推進フォーラムからのメッセージ 
 
（４）京都市の市民参加に関する手法の紹介 
 
（５）エピローグ～市民参加推進フォーラムからのメッセージ～ 



３ 今後の作業内容 

○アンケート結果の更なる分析 

○テーマに沿った事例の収集 

○アンケート回答者（自治連会長など）に対するヒアリング 

○各分野別センターへの取材（ノウハウの提供依頼） 

○市民活動団体との懇談 

○市民参加円卓会議を通じた市民意見の聴取，冊子への反映 

 

４ 検討事項 

○取り上げるテーマの確定 

○冊子の見せ方の検討（全体の構成，デザインなど） 

  ○取材対象の確定（どの事例をどのように取材し，どのように掲載するか？） 

  ○冊子名称の検討 

 


